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。

①仕事の内容
②仕事のやりがいや魅力
③Uターンの決め手
④学生時代を振り返って
⑤地元の魅力

先輩に聞いた

質問
5つの

We
Love

県内事業所に就職し、規定の年数就業・福島県内に定住した場合、福島県が奨学金の返還を支援します。公務員
を除く全産業が対象です。募集時期によって募集対象学年が異なるため、詳細は早めに確認を。福島県の奨学金返還支援制度 福島県の将来を担う産業人材確保のための

奨学金返還支援事業

①電子機器製造を受託している企業で、
工程設計などを担う生産技術を担当し
ています。生産設備の設計・組み立て、
ロボットのプログラミングを行い、ライ
ンの立ち上げ、改善にも関わっています。

②自分が手がけた設備が形になり、想定
通りに設備が動いたときは、達成感が
あります。生産ラインに製品が流れるの
を見ることが、仕事のやりがいです。

③近くで生活し両親を支えていきたいと
思いました。地元が好きで、過ごしやす
いと感じていたことも大きな理由でした。

④大学で学んだプログラミングや電気工
学の基礎知識が現在の仕事に直結し
ています。新しい設備のシステムをスムー
ズに理解し、技術を習得するための土
台になっていると実感しています。

⑤親や友人など困ったときに頼れる人が
身近にいること。地元を離れ、その安
心感やありがたさに改めて気づきました。

アサヒ電子
株式会社

M.K.さん
工学部 情報通信工学科※

2024年3月卒業
※現：情報通信工学課程

地
元
の
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い
と
こ
ろ
を
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し
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ま
し
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う
！

過ごしやすい、大好きな地元で
モノづくりの根幹を支えます。

①土木工事やインフラのメンテナンスを
行う建設会社で、土木施工管理技士と
して現場全体を見ながら、工事が安全
に予定通り進むように管理しています。

②地域の方々が日常的に利用する橋や道
路の補修工事の施工管理を担当。事
故を未然に防ぎ、安心して生活できる
環境を守る仕事にやりがいを感じます。

③住み慣れた場所で働きながら地域に
貢献したいと考えたことがきっかけです。
学生時代に地元を離れて生活してみて、
改めて福島県の良さを実感しました。

④課題制作やプレゼンテーションを通し、
情報を整理し、人にわかりやすく伝える
力が身につきました。現在の仕事での
コミュニケーションや、業務の遂行に役
立っていると感じています。

⑤通勤や日常の移動が比較的スムーズで
自然も多く、落ち着いた環境で安心し
て暮らせる環境が整っています。

株式会社
小野工業所

K.M.さん
ライフデザイン学部 生活デザイン学科

2024年3月卒業

視
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！

工事現場の「司令塔」として
安心して暮らせる環境を守ります。

①住宅リフォームや不動産、インテリア販
売を通して、ライフスタイルを提案して
いる会社に勤務。お客さま宅のリフォー
ムの提案から現場管理、お引き渡し後
のフォローまでを担当しています。

②お客さまに喜んでいただき、「あなたが
担当で良かった」と、感謝の言葉をい
ただくと大きなやりがいを感じます。

③リノベーションによる観光地再生の事
例に触れ、「地域に関わりたい」という
思いが強まりました。現在は未活用の
建物に新たな価値を与え、地域の魅力
向上に貢献したいと考えています。

④同じ夢や目標を持つ友人と出会い、助
け合いながら学べました。設計、施工
管理など多様な建築領域を幅広く学
び、卒業後の選択肢が広がりました。

⑤地元を一度離れたことで、人とのつな
がりや温かさ、助け合いの文化が大き
な魅力だと改めて気づきました。

株式会社
オノヤ

U.H.さん
建築学部 建築学科

2025年3月卒業
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より快適な住まいを提案
感謝の声がやりがいです。

①漁港の防波堤の改良工事の設計・施
工管理を担当。地域の漁業や生活を
支えるインフラ整備に携わっています。

②土木系公務員として、地域の公共イン
フラ整備に直接関わることができます。
自分が携わった施設が形として残り、
地域の生活や産業を長期にわたって
支えていくことに重責と魅力を感じます。

③もともと地元に貢献したいという思いが
あり、生まれ育った地域の復旧・復興、
発展に関われる点に意義を感じました。

④土木工学に関する専門知識だけでなく、
課題に対して論理的に取り組む姿勢を
身につけることができました。設計業務
や関係者との調整が求められる現在の
業務で非常に役立っています。

⑤福島県の自然環境の豊かさ、県内各地
それぞれの特色が大きな魅力。地元で
働いているからこそ、仕事が身近な生
活に直結していることも実感できます。

福島県庁

※現：都市工学課程

R.S.さん
工学部 都市マネジメント学科※

2021年3月卒業

来
て
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地域の安全・安心を支える
公共インフラを整備しています。

本社所在地：伊達市 本社所在地：福島市 本社所在地：須賀川市 本庁舎所在地：福島市

※掲載している内容や所属などの情報は2026年3月現在のものです。


